
県民せいきょう

グループホーム

■介護理念

生協１０の基本ケア
私たちはご利用者への向き合い方、「よいケア」を行うためのあり方（姿勢）を示す「１

０の基本ケア」という共通言語により、「その人らしい暮らし」をささえるために生活リ

（認知症対応型共同生活介護）

社きらめき

２ 床に足を着けて座る ３ トイレに座る

４ あたたかい食事をする

５ 家庭浴に入る

６ 座って会話する７ 町内にお出かけする８ 夢中になれることをする

９
ケア会議をする

１０ ターミナルケアをする

１ 換気をする

新鮮な空気を取り込み衛

生的な空間にすることで病

気にならない環境づくり

足を使う習慣で身体や脳を

刺激しながら生活行為が自

分でできる体づくり

トイレで排泄する”当たり

前”の習慣で自尊心が高

まるサポート

親しい方との食事の楽しみ

を継続し活力や栄養状態を

高めた身体づくり

湯船にゆったりとつかり温浴

効果を取り込んだくつろげる

生活づくり

落ち着いた雰囲気で不安や

将来への希望を話し合える

人間関係づくり

外に出かける習慣で生活リ

ズムを整え地域の人々との

つながりづくり

自分の「したいこと」「したかっ

たこと」に夢中になれる機会

や居場所づくり

暮らし方やサポートの方向性

をご本人、ご家族、関係者と

行なう対話の場づくり

最後までご本人らしく過ごすた

めの医療・福祉・介護による連

携したサポートづくり

『あなたらしさいつまでも』を理念に「生協10の基本ケア」をケア指針に掲げ、
ご利用者自身がＱＯＬ(生活の質)を高めていくために、私たちはご利用者の体づく
りや心のサポートを行っています。

ご利用者自らの「～したい」の実現のため、また、自分らしく最期まで生活でき
るように日々ご利用者の想いを大切にしています。歳をかさねて認知症になって
も、介護が必要になっても、友人や地域との「つながり」から切り離されない。
一人ひとりが自分の人生を「人」として生きる。そんな当たり前の暮らしを最期
まで持つことができるようサポートしています。

認知症のために見失われがちなその人の尊厳、個性、可能性、求めていること
（願い、希望）を見出し、本人がその人らしく日常生活が送れるよう、私たちは
お世話するという認識ではなく、人生を共に歩む伴走者でありたいと考えます。



■グループホーム（認知症対応型共同生活介護）とは?
認知症と診断され、自宅での暮らしが困難になられた方が、共同生活を通して、できる
ことを持ち寄り、助け合いながら、社会との関係性を断ち切ることなく、地域の中で自
分らしい暮らしを続けることができる住まいです。

■社きらめき 案内図

テラス

日向ぼっこなど気軽にくつろ

げる空間です

家族室

必要な時にご家族が利

用できます

キッチン

みんなで楽しく食事づくりを

おこないます

コミュニティーガーデン 地域交流ルーム屋外広場

利用定員 １８名
■ 1ユニット9名の2ユニット

■ 全個室

ご利用者や地域の方がつながれる場となっており、楽しいこと、やってみたいこと、

困ったこと等を持ち寄りみんなで解決できる地域の「居場所」になっています

■利用料金の目安

■入居要件
☑ 認知症の診断を受けた方

☑ 要支援２・要介護１～５の方

☑ 福井市に住民票をお持ちの方

インスタグラム

QRコード

（社きらめき準備室）

お 問 い 合 わ せ 福井市羽水1丁目１０７番地
℡０７７６－３２－６０００

〒９１８-８１１４

学校


